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評　　価　　軸
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環境への影響

実現性
地域社会への影響

安全度（流量低減、水位低下、資産被害抑制、人身被害抑制の観点で評価）
コスト（必要に応じ、直接的な費用だけでなく、関連して必要となる費用についても明らかにして評価する）

表　治水対策案と評価の内容
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対　　　策　　　案 No.5　堤防のかさ上げ案                           治水対策案と実施内容の概要評価軸と評価の考え方
評　　価　　軸

No.1 庄原ダム＋河道改修案 No.3 放水路（捷水路）＋河道改修案No.2 遊水地（調節池）＋河道改修案 No.4　河道の掘削＋引堤（河道拡幅）案

凡例：青字は効果が見られる事項を、赤字は悪影響が見られる事項を示す。

資料－5　対策案の評価イメージ


